
重
要
文
化
財
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五
．
重
要
文
化
財

日
吉
神
社
本
殿
（
県
重
文
）

主
神
・
大
己
貴
神
を
お
祀
り
し
た
本
殿
。
「
寛
永
七
年
庚
午

霜
月
八
日

尾
張
松
平
大
納
言
」
の
棟
札
が
残
っ
て
い
る
。
尾

張
藩
初
代
徳
川
義
直
公
の
寄
進
に
よ
る
。
桧
皮
葺
流
れ
造
り
、

朱
塗
り
の
社
殿
。
向
拝
の
両
柱
お
よ
び
梁
、
本
殿
に
向
か
っ
て

左
側
の
屋
根
の
破
風
の
一
部
が
修
理
し
て
あ
る
ほ
か
は
、
完
全

に
原
形
を
残
し
て
い
る
。
江
戸
時
代
初
期
の
社
殿
建
築
の
代
表

的
な
貴
重
な
建
物
で
あ
る
。

社
殿
の
規
模
は
、

御
拝
の
間
口

二
・
五
七
㍍

階
段
の
幅

三
・
五
七
㍍

階
段
の
数

五
段

向
拝
よ
り
上
段
ま
で
の
奥
行

一
・
五
㍍

本
殿
間
口

六
・
一
五
㍍

正
面
お
よ
び
左
右
の
廻
廊
の
幅
各
々

一
・
三
㍍

本
殿
奥
行

五
・
四
㍍

基
礎
よ
り
廻
廊
ま
で
の
高
さ

一
・
五
㍍

勾
欄
の
幅

二
・
五
七
㍍

高
さ

四
六
㌢

本
殿
の
柱

直
径
二
五
㌢
の
丸
柱

軒
高

二
・
八
八
㍍

廻
廊
を
含
め
た
総
間
口
九
・
二
七
㍍
の
三
間
作
り
朱
塗
り

屋
根
は
桧
皮
葺

流
れ
造
り

棟
の
冠
木
に
は
左
三
つ
巴
の
金
紋
が
七
個
付
い
て
い
る
。

社
殿
は
長
年
の
風
雨
の
た
め
い
た
み
が
甚
だ
し
く
な
っ
た
の

で
、
昭
和
六
十
年
に
修
理
と
彩
色
を
施
し
た
。
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百
八
燈
一
対
（
県
重
文
）

日
吉
神
社
玉
垣
中
央
石
段
の
左
右
に
あ
る
。
左
右
合
わ
せ

て
百
八
の
燈
明
が
点
く
の
で
百
八
燈
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
元
来

百
八
燈
は
寺
院
の
内
陣
の
境
等
に
あ
る
も
の
で
、
神
社
の
社
前

に
あ
る
も
の
は
殆
ん
ど
皆
無
と
い
っ
て
い
い
程
珍
し
い
も
の

で
、
往
時
の
神
仏
は
一
躰
と
の
思
想
か
ら
来
た
も
の
で
、
神
仏

混
肴
の
名
残
と
し
て
貴
重
な
存
在
で
あ
る
。
中
に
安
置
し
て
あ

る
燈
明
台
は
縦
一
・
二
五
㍍
の
中
心
の
骨
に
左
右
に
五
本
の
腕

が
出
て
、
こ
の
腕
に
燈
明
皿
を
受
け
る
丸
い
輪
が
付
い
て
、
一

基
で
五
十
四
ヶ
の
燈
明
皿
が
乗
る
よ
う
に
で
き
て
い
る
。
中
央

の
心
金
の
寸
法
は
幅
二
・
五
㌢
、
厚
み
六
㍉
の
平
鉄
で
、
中
心

と
腕
を
連
絡
す
る
外
側
の
平
鉄
が
、
丁
度
木
の
葉
形
に
ふ
く
ら

ん
で
い
る
。
中
心
の
鉄
に
「
日
吉
山
王
権
現
、
田
代
□
□
ヱ
門
、

下
に
宝
永
三
年
一
月
吉
日
」の
文
字
が
タ
ガ
ネ
で
彫
っ
て
あ
る
。
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日
吉
大
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

鳳
凰

高
五
〇
㌢

屋
根

全
面
巻
雲
に
竜

高
六
六
・
六
㌢

胴
体

四
角

高
九
八
・
五
㌢

幅
九
八
・
五
㌢

鏡

四
枚

径
三
三
・
三
㌢

柱

前

張
果
老
ほ
か
仙
人
画
（
髙
橋
杏
村
に
よ
る
下
絵
）

後

無
し
（
図
案
は
現
存
）

御
座

高
一
九
・
七
㌢

幅
一
三
九
・
三
㌢

図
柄

波
に
飛
竜
と
岩

吊
棒

長
四
〇
三
・
九
㌢

吊
棒
金
具

前

獅
子
頭
・
太
鼓
を
持
つ
舞
姿

後

三
つ
巴

全
長

二
七
一
㌢

全
高

九
一
・
二
㌢

御
座
幅

七
一
㌢

高

一
〇
・
五
㌢

日
吉
二
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

鳳
凰

高
三
三
・
三
㌢

屋
根

四
方
五
七
の
桐

高
六
九
・
六
㌢

胴
体

四
角

高
九
六
・
九
㌢

幅
九
六
・
九
㌢

鏡

四
枚

径
二
一
・
二
㌢

柱

前

神
武
天
皇
の
東
征

後

南
北
朝
戦
陣

御
座

高
一
八
・
一
㌢

幅
一
三
六
・
三
㌢

図
柄

波
に
千
鳥

吊
棒

長
四
一
五
・
一
㌢

吊
棒
金
具

前

唐
草
模
様

後

唐
草
模
様

全
長

二
六
一
・
五
㌢

全
高

九
二
㌢

御
座
幅

七
一
・
五
㌢

高

八
㌢
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日
吉
宇
佐
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

鳳
凰

高
三
三
・
三
㌢

屋
根

四
方
丸
に
三
葉
葵

高
六
九
・
六
㌢

胴
体

四
角

高
一
一
八
・
一
㌢

幅
九
六
・
三
㌢

鏡

四
枚

径
二
四
・
二
㌢

柱

右

下
り
竜

左

昇
り
竜

御
座

高
一
六
・
六
㌢

幅
一
三
八
・
一
㌢

図
柄

波
に
千
鳥

吊
棒

長
四
〇
〇
㌢

吊
棒
金
具

右

竜

左

虎

全
長

二
七
八
㌢

全
高

九
四
㌢

御
座
幅

七
二
㌢

高

一
〇
・
五
㌢

日
吉
樹
下
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

鳳
凰

高
三
三
・
三
㌢

屋
根

四
方
七
曜
の
星

高
五
〇
㌢

胴
体

四
角

高
九
五
・
四
㌢

幅
九
六
・
九
㌢

鏡

四
枚

径
三
〇
㌢

柱

前

唐
獅
子
に
岩
笹
・
水
の
流
れ

後

右

牡
丹
に
蝶

左

岩
に
蝶

御
座

高
一
八
・
七
㌢

幅
一
三
七
・
八
㌢

図
柄

波
に
千
鳥

吊
棒

長
四
〇
六
㌢

吊
棒
金
具

前

波
に
千
鳥

後

波
に
千
鳥

全
長

二
八
三
㌢

全
高

八
四
㌢

御
座
幅

七
二
㌢

高

八
・
五
㌢
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日
吉
客
人
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

鳳
凰

高
三
三
・
三
㌢

屋
根

四
方
優
曇
華
の
花

高
六
九
・
六
㌢

胴
体

四
角

高
九
三
・
九
㌢

幅
九
六
・
九
㌢

鏡

四
枚

径
二
七
・
二
㌢

柱

右

養
老
の
孝
子
源
之
丞

後

詩
文

左

楠
公
櫻
井
の
別
れ

後

詩
文

御
座

高
一
八
・
一
㌢

幅
一
三
九
・
三
㌢

図
柄

波
に
千
鳥

吊
棒

長
四
〇
九
㌢

吊
棒
金
具

右

優
曇
華
の
花

左

優
曇
華
の
花

全
長

二
七
三
・
二
㌢

全
高

九
四
㌢

御
座
幅

七
四
・
二
㌢

高

九
・
八
㌢

日
吉
牛
尾
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

擬
宝
珠

高
二
四
・
五
㌢

屋
根

八
方
十
六
花
弁
菊
花

高
四
〇
・
九
㌢

胴
体

八
角

高
九
〇
・
九
㌢

幅
五
一
・
五
㌢

鏡

八
枚

径
一
八
・
一
㌢

柱

昇
り
竜
・
下
り
竜

御
座

高
二
一
・
二
㌢

幅
一
四
二
・
四
㌢

図
柄

波
と
亀

吊
棒

長
三
八
〇
・
三
㌢

吊
棒
金
具

右

唐
草
模
様
の
中
心
に
十
六
花
弁
菊
花

左

唐
草
模
様
の
中
心
に
十
六
花
弁
菊
花

全
長

二
二
九
㌢

全
高

九
三
㌢

御
座
幅

七
五
㌢

高

九
㌢
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日
吉
三
宮
神
輿
(大
神
輿
は
県
重
文
・
中
神
輿
は
町
重
文
)

上
部
金
具

擬
宝
珠

高
二
二
・
七
㌢

屋
根

四
方
鳳
凰

高
四
〇
・
三
㌢

胴
体

四
角

高
一
〇
〇
㌢

幅
一
〇
〇
㌢

鏡

四
枚

径
二
七
・
二
㌢

柱

右

麒
麟

後

昇
り
竜

左

亀

後

鳳
凰

御
座

高
一
六
・
六
㌢

幅
一
三
六
・
三
㌢

図
柄

波
に
千
鳥

吊
棒

長
四
〇
〇
㌢

吊
棒
金
具

右

十
二
曜
の
星
の
中
心
に
福
槌

左

十
二
曜
の
星
の
中
心
に
福
槌

全
長

二
六
七
㌢

全
高

九
九
・
五
㌢

御
座
幅

七
〇
・
五
㌢

高

九
・
三
㌢
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三
重
塔
（
国
重
文
）

塔
の
大
き
さ

初
重

方
一
〇
・
五
〇
㍍

軒
高

四
・
七
〇
㍍

二
重

方
一
〇
・
二
〇
㍍

軒
高

九
・
〇
二
㍍

三
重

方

九
・
〇
二
㍍

軒
高

一
三
・
五
〇
㍍

露
盤
下
ま
で
の
高
さ

一
七
・
七
六
㍍

相
輪
頂
上
ま
で
の
高
さ

二
四
・
六
〇
㍍

塔
の
構
造

三
層
塔
婆
・
毎
層
三
間
、
組
物
三
手
先

軒
二
重
棰

初
重

勾
欄
は
天
井
拭
板

屋
根
柿
葦

相
輪
鉄
製

こ
の
塔
は
、
天
正
十
三
年

（
一
五
八
五
年
）
稲
葉
一
鐵
修

造
の
棟
札
が
善
学
院
に
遺
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
約
七
十
年

程
前
に
斉
藤
伊
豆
守
利
綱
が
建
立
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
い
わ

れ
て
い
る
。

塔
の
建
築
様
式
に
、
室
町
時
代
の
豪
壮
華
麗
な
様
式
を
伝
え

て
い
る
。
幸
い
に
兵
火
を
免
れ
天
正
の
修
造
を
経
て
、
貞
享
年

間
に
大
修
理
が
行
な
わ
れ
た
。

初
層
入
口
の
桟
唐
戸
に
あ
る
三
つ
巴
紋
の
装
飾
彫
刻
は
貞
享

の
補
修
と
い
わ
れ
て
い
る
。
か
つ
て
文
部
省
の
手
で
解
体
修
理

を
し
た
と
き
、
礎
石
の
位
置
を
検
べ
た
結
果
、
今
の
塔
よ
り
十

五
㌢
ば
か
り
広
く
な
っ
て
お
り
、
こ
の
塔
以
前
に
塔
が
あ
っ
た

こ
と
が
判
っ
た
。
昭
和
二
十
三
年
に
も
解
体
修
理
が
行
な
わ
れ

た
が
、
昭
和
三
十
四
年
の
伊
勢
湾
台
風
に
塔
の
東
側
に
あ
っ
た

大
木
が
倒
れ
て
塔
の
屋
根
を
破
損
し
、
塔
頭
の
相
輪
が
少
し
傾

い
た
の
で
、
昭
和
三
十
七
年
に
補
修
さ
れ
た
。
平
成
二
十
二
年

八
月
に
も
落
雷
に
よ
り
三
層
屋
根
部
分
に
損
傷
を
受
け
た
が
、

補
修
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

台
風
の
た
め
大
樹
が
少
な
く
な
っ
た
境
内
に
、
く
っ
き
り
と

三
重
の
屋
根
が
聳
え
て
い
る
姿
は
実
に
美
し
い
。
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狛
犬
一
対
（
国
重
文
）

こ
の
狛
犬
は
、
西
の
保
城
主
不
破
河
内
守
光
治
の
寄
進
に
よ

る
も
の
で
、
本
殿
に
向
か
っ
て
右
吽
形
の
前
左
趾
外
側
に
、
天

正
五
丁
丑
季
（
一
五
七
七
）
五
月
吉
日
、
左
阿
形
の
前
右
趾
外

側
に
、
不
破
河
内
守
光
治
造
立
と
彫
っ
て
あ
る
。

一
般
の
狛
犬
は
、
右
が
阿
形
左
が
吽
形
で
あ
る
の
に
、
こ
の

狛
犬
は
右
が
吽
形
一
角
獣
左
が
阿
形
と
い
う
大
変
珍
し
い
も
の

で
あ
る
。
全
体
と
し
て
縦
長
で
像
高
七
四
セ
ン
チ
笏
谷
石
を
用

い
、
た
て
が
み
は
他
の
文
化
財
の
狛
犬
と
同
様
流
れ
る
よ
う
な

線
を
な
し
て
お
り
、
簡
素
で
あ
る
が
垢
抜
け
の
し
た
力
強
い
彫

刻
で
あ
る
。
大
正
三
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
が
、
戦
後
国
の
重

要
文
化
財
に
再
指
定
さ
れ
た
。
本
体
は
収
蔵
庫
に
保
管
さ
れ
、

複
製
が
本
殿
両
脇
に
飾
ら
れ
て
い
る
。

台
座
に
、
大
正
十
四
年
杉
山
令
吉
（
三
郊
）･

書
の
来
歴
が

刻
ま
れ
て
い
る
。
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十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
（
国
重
文
）

藤
原
時
代
の
様
式
を
も
ち
、
胡
粉
地
極
彩
色
の
施
さ
れ
た
観
世

音
坐
像
で
あ
る
。
穏
や
か
な
面
貌
、
豊
か
な
胸
の
肉
は
、
彫
り

は
浅
く
肩
か
ら
背
部
、
両
腕
へ
の
流
麗
な
線
、
柄
衣
の
波
状
紋

の
線
、
薄
い
膝
、
藤
原
期
の
彫
刻
の
特
徴
を
象
徴
し
て
い
る
逸

品
で
あ
る
。
惜
し
い
こ
と
に
両
手
と
も
上
膊
部
か
ら
下
が
欠
落

し
て
お
り
、
化
仏
は
一
体
の
み
残
っ
て
い
る
。
坐
像
で
極
彩
色

で
あ
る
。

十
一
面
観
世
音
菩
薩
像
（
国
重
文
）

藤
原
時
代
の
様
式
を
も
っ
た
坐
像
で
、
胡
粉
地
彩
色
が
施
さ
れ

た
も
の
。
右
手
が
肘
か
ら
欠
落
し
左
手
の
指
も
折
損
し
て
い
て

傷
み
が
激
し
い
。
刀
法
が
簡
素
な
仏
像
で
神
像
に
近
い
趣
が
感

じ
ら
れ
る
。
特
に
面
相
が
豊
麗
で
目
鼻
が
非
常
に
美
し
い
と
い

わ
れ
る
。
彩
色
の
跡
も
随
所
に
残
っ
て
お
り
、
製
作
さ
れ
た
当

時
の
優
美
さ
が
髣
髴
さ
れ
る
。
彩
色
坐
像
で
一
木
彫
で
あ
る
。
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地
蔵
菩
薩
像
（
国
重
文
）

こ
の
像
も
破
損
し
て
い
る
の
が
惜
し
い
。
右
手
の
印
を
結
ん
で

お
ら
れ
る
指
と
左
手
の
手
首
か
ら
先
が
欠
落
し
て
い
る
。
極
彩

色
の
名
残
は
多
く
残
っ
て
お
り
、
僧
衣
の
紋
様
が
胴
や
裾
の
一

部
に
そ
の
跡
が
見
ら
れ
る
。
顔
や
首
、
右
手
の
一
部
に
は
彩
色

が
残
っ
て
い
る
の
が
明
ら
か
に
判
っ
て
い
て
、
往
時
の
優
美
さ

が
し
の
ば
れ
る
。
像
の
高
さ
は
三
四
・
三
㌢

で
あ
る
。


